
自
主
研
究
レ
ポ
ー
ト

臨
海
公
園
の
誕
生
と
横
浜
市

山
下
公
園
の
成
立
事
情
に
関
す
る
一
考
察

田
中
祥
夫

１

は
じ
め
に

　
山
下
公
園
は
日
本
最
初
の
臨
海
公
園
と
し
て
知
ら

れ
、
オ
ー
プ
ン
か
ら
六
十
六
年
に
な
る
。

　
こ
の
素
晴
ら
し
い
公
園
は
ど
の
よ
う
に
し
て
誕
生

し
た
の
だ
ろ
う
か
。
軍
事
や
経
済
が
優
先
さ
れ
て
い

た
時
代
に
港
の
真
ん
中
ほ
ぼ
八
百
メ
ー
ト
ル
も
公
園

に
で
き
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
、
と
思
う
人
は
多
い
の

で
は
な
い
か
。
こ
の
問
は
都
市
づ
く
り
を
考
え
る
上

で
興
味
あ
る
課
題
だ
が
、
解
明
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　
周
知
の
よ
う
に
、
山
下
公
園
は
一
九
二
三
年
（
大

正
十
二
）
九
月
一
日
の
関
東
大
震
災
後
、
政
府
の
復

興
計
画
に
よ
り
国
事
業
で
造
成
さ
れ
た
。
完
成
後
、

横
浜
市
へ
引
き
継
が
れ
市
が
管
理
し
て
い
る
。

　
本
稿
は
主
に
、
山
下
公
園
が
政
府
原
案
に
計
画
さ

れ
る
ま
で
の
過
程
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
。
横
浜
復
興
案
と
し
て
牧
彦
七
（
内
務
技
師
）

ら
が
作
成
し
た
牧
案
が
知
ら
れ
る
。
実
は
こ
の
立
案

前
に
市
内
部
で
復
興
試
案
（
以
下
「
市
試
案
」
と
い

う
）
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
考
察
で
は
本
件

公
園
が
、
市
試
案
「
海
岸
遊
歩
道
」
↓
牧
案
「
海
岸

公
園
」
↓
政
府
原
案
「
山
下
公
園
」
、
と
い
う
経
過

で
計
画
さ
れ
た
こ
と
を
報
告
す
る
。

２

従
来
説
を
検
討
す
る
と

①
－
が
れ
き
処
分
と
跡
地
利
用
計
画
と
は
別

　
山
下
町
の
海
岸
に
震
災
の
が
れ
き
が
捨
て
ら
れ
て

い
た
の
を
マ
ー
チ
ン
ら
の
提
案
で
公
園
へ
転
用
し
た
。

　
こ
れ
が
従
来
、
山
下
公
園
の
造
成
経
緯
と
し
て
伝

え
ら
れ
、
定
説
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ

る
と
ま
ず
、
が
れ
き
処
分
と
そ
の
跡
地
の
公
園
計
画

と
は
別
で
、
公
園
は
処
分
地
の
副
産
物
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
が
れ
き
処
分
に
つ
い
て
調
べ
て
み

た
。
そ
の
公
告
が
一
九
二
三
年
十
月
十
五
日
横
浜
市

日
報
に
「
焼
跡
土
石
処
分
二
関
ス
ル
件
」
（
十
月
十

日
）
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
で
処
分
地

に
山
下
町
の
海
岸
、
他
三
ヵ
所
が
指
定
さ
れ
た
。
そ

の
処
分
方
法
は
「
市
街
の
復
活
と
密
接
」
な
関
係
が

あ
り
都
市
計
画
局
で
慎
重
に
決
定
、
と
報
じ
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
か
ら
、
処
分
地
と
そ
の
跡
地
利
用
と
は

関
連
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
、
本
説
に

疑
問
を
も
っ
た
。

②
－
マ
ー
チ
ン
の
提
案

　
山
下
公
園
の
提
案
者
に
あ
げ
ら
れ
た
マ
ー
チ
ン
は

長
く
横
浜
に
在
住
し
た
英
国
人
貿
易
商
。
彼
は
山
下

町
の
震
災
復
興
区
画
整
理
に
活
躍
、
外
国
人
に
認
め

ら
れ
た
永
代
借
地
権
の
処
理
に
努
力
し
た
。

　
こ
の
区
画
整
理
と
山
下
公
園
と
の
関
係
で
あ
る
が

同
じ
町
の
復
興
事
業
で
紛
ら
わ
し
い
が
全
く
別
事
業

で
あ
る
。
そ
の
上
、
計
画
の
時
期
も
違
い
、
区
画
整

理
は
永
代
借
地
権
問
題
か
ら
遅
れ
た
。

　
こ
の
た
め
、
彼
が
本
区
画
整
理
で
市
や
横
浜
市
復

興
会
（
以
下
「
復
興
会
」
と
い
う
）
と
関
係
を
も
つ

よ
う
に
な
る
の
は
一
九
二
五
年
一
月
以
後
で
あ
る
。

既
に
、
こ
の
前
年
十
二
月
に
山
下
公
園
は
都
市
計
画

決
定
の
審
議
を
終
え
て
い
る
。

　
そ
れ
で
、
こ
の
説
に
よ
れ
ば
彼
の
提
案
は
、
彼
が

区
画
整
理
に
関
係
す
る
前
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、

そ
の
頃
、
彼
は
神
戸
に
避
難
中
（
震
災
後
の
九
月
五

日
よ
り
）
だ
っ
た
。
横
浜
不
在
中
に
山
下
公
園
を
提

案
し
た
と
い
う
の
は
考
え
に
く
い
の
で
は
な
い
か
。

３

政
府
・
横
浜
復
興
公
園
計
画

①
－
政
府
原
案

　
帝
都
復
興
院
（
以
下
「
復
興
院
」
と
い
う
）
は
横

浜
復
興
計
画
の
政
府
原
案
を
作
成
、
一
九
二
三
年
十

一
月
十
五
日
に
同
院
評
議
会
へ
諮
問
し
た
。
こ
の
中

に
公
園
計
画
と
し
て
次
の
四
公
園
が
配
置
さ
れ
た
。

　
山
下
公
園
　
　
　
二
万
五
千
坪
（
山
下
町
埋
立
地
）

Ｉ２３４５６７

は
じ
め
に

従
来
説
を
検
討
す
る
と

政
府
・
横
浜
復
興
公
園
計
画

牧
案
な
ど
三
案
の
公
園
・
緑
地
計
画

市
試
案
の
公
園
・
緑
地
計
画

横
浜
市
都
市
計
画
局
が
立
案

お
わ
り
に

◎
　
注
、
参
考
資
料
の
年
は
西
暦
下
二
桁

◎
　
震
災
時
の
横
浜
市
域
は
現
在
の
中
区
、

西
区
を
中
心
と
す
る
臨
海
部
で
、
面
積
三
七

○
三
ｈ
ａ
、
現
在
の
八
・
六
％
に
過
ぎ
な
い
。

注
①
　
所
在
地
　
中
区
山
下
町
二
七
九
ほ
か
、

開
園
三
〇
年
三
月
、
面
積
七
・
四
ｈ
ａ
、
幅
平

均
九
一
ｍ
、
延
長
七
八
〇
ｍ
、
工
期
二
五
年

六
月
上
二
〇
年
二
月
、
工
費
約
八
〇
万
円

注
②
　
工
学
博
士
。
震
災
六
日
後
、
市
都
市

計
画
局
長
が
急
死
し
た
た
め
、
市
は
牧
を
迎

え
都
市
計
画
事
務
を
嘱
託
（
九
月
二
四
日
）

し
た
。

注
③
　
例
え
ば
「
ヨ
コ
ハ
マ
自
然
学
」
、
「
横

浜
・
中
区
史
」
等

注
④
　
根
岸
、
青
木
町
、
綿
花
町

注
⑤
　
0
.
K
.
M
a
r
s
h
a
l
l
　
M
a
r
t
i
n
。
開
港

百
年
祭
（
五
八
年
）
で
物
故
功
労
者
と
し
て

表
彰
さ
れ
た
。

注
⑥
　
復
興
策
の
調
査
と
そ
の
実
行
の
た
め

二
三
年
九
月
三
〇
日
創
立
。
政
、
経
有
力
者

で
組
織

注
⑦
　
彼
と
市
と
の
第
一
回
交
渉
は
二
五
年

一
月
一
三
日
、
彼
が
復
興
会
へ
初
め
て
出
席

す
る
の
は
同
年
二
月
四
日
、
地
主
会
で
彼
が

区
画
整
理
案
を
発
表
す
る
の
は
同
年
五
月
二

二
日

注
⑧
　
当
初
、
大
蔵
省
と
折
衝
し
た
案
は
一

三
億
円

注
⑨
　
市
会
の
埋
立
反
対
（
二
四
年
五
月
二

六
日
議
決
）
に
よ
る
。

注
⑩
　
牧
彦
七
氏
談
話
（
「
帝
都
復
興
秘
録
」
）
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野
毛
山
公
園
　
　
二
万
坪
　
　
（
浄
水
場
跡
ほ
か
）

　
神
奈
川
公
園
　
　
六
千
坪
　
　
（
青
木
町
埋
立
地
）

　
日
之
出
川
公
園
　
四
千
八
百
坪
（
日
之
出
川
跡
地
）

　
政
府
原
案
は
東
京
・
横
浜
一
括
で
、
評
議
会
に
続

き
帝
都
復
興
審
議
会
に
諮
ら
れ
、
そ
の
予
算
案
が
第

四
十
七
帝
国
議
会
（
同
年
十
二
月
十
～
二
十
四
日
）

で
審
議
さ
れ
た
。
こ
の
間
、
復
興
計
画
は
大
幅
な
縮

小
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
総
額
七
億
五
千
万
円
案
は
最

終
的
に
四
億
六
千
余
万
円
で
予
算
成
立
と
な
る
。
幸

い
横
浜
復
興
公
園
計
画
は
原
案
ど
お
り
認
め
ら
れ
た
。

　
そ
の
後
、
日
之
出
川
公
園
は
市
の
反
対
で
削
除
さ

れ
、
山
下
等
三
公
園
は
都
市
計
画
の
手
続
き
へ
入
る
。

②
－
政
府
の
横
浜
へ
の
と
り
く
み

　
復
興
院
は
一
九
二
三
年
九
月
二
十
七
日
設
立
さ
れ

た
。
十
月
一
日
、
後
藤
新
平
総
裁
以
下
顔
合
わ
せ
を

し
、
四
日
に
庁
舎
が
決
定
、
実
務
を
開
始
す
る
。

　
同
院
は
一
日
も
早
い
復
興
計
画
樹
立
を
目
指
し
た
。

そ
の
結
果
、
十
月
十
九
日
の
幹
部
会
で
復
興
計
画
の

大
綱
を
決
定
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
東
京
の
焼
失

区
域
を
対
象
と
し
、
そ
の
焼
失
区
域
外
と
「
横
浜
の

計
画
も
之
に
準
じ
て
漸
次
審
議
を
進
め
る
」
（
『
帝
都

復
興
史
』
第
一
巻
）
と
し
て
い
る
。

　
こ
れ
を
も
と
に
し
た
復
興
基
礎
案
が
十
月
二
十
六

日
の
閣
議
に
付
さ
れ
た
が
、
後
藤
総
裁
は
「
横
浜
の

都
市
計
画
に
付
い
て
は
復
興
院
の
基
礎
案
成
立
せ
ざ

る
を
以
て
」
（
同
）
と
京
浜
国
道
の
拡
築
な
ど
を
述

べ
る
に
と
ど
ま
っ
た
。
こ
の
閣
議
に
つ
い
て
、
十
月

三
十
日
大
阪
毎
日
新
聞
は
「
復
興
院
側
は
東
京
の
都

市
計
画
に
全
力
を
傾
注
し
横
浜
に
対
し
て
は
今
日
に

至
る
も
進
捗
を
見
ず
」
と
報
じ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
同
院
は
東
京
を
先
行
、
そ
の
目

処
が
た
っ
た
十
月
下
旬
か
ら
横
浜
分
の
具
体
化
に
入

る
。
こ
れ
に
は
も
う
一
つ
別
の
事
情
（
同
院
に
横
浜

の
資
料
が
集
ま
ら
な
い
）
が
あ
っ
た
。

　
震
災
前
、
横
浜
に
施
行
さ
れ
て
い
た
都
市
計
画
は

都
市
計
画
区
域
と
防
火
地
区
の
み
。
市
で
は
調
査
中

の
基
礎
資
料
を
す
べ
て
焼
失
。
市
へ
入
っ
た
牧
は
よ

う
や
く
仮
製
版
地
形
図
を
入
手
し
た
十
月
十
日
頃
、

復
興
院
か
ら
「
手
が
着
け
ら
れ
な
い
」
ほ
ど
の
催
促

を
受
け
た
と
い
う
。

　
こ
れ
に
対
し
東
京
で
は
明
治
以
来
の
諸
資
料
が
無

事
だ
っ
た
。
こ
れ
ら
を
ベ
ー
ス
に
東
京
市
、
市
政
調

査
会
、
内
務
省
都
市
計
画
局
、
同
省
土
木
局
な
ど
で

復
興
計
画
が
作
成
さ
れ
て
い
た
。
前
述
の
閣
議
で
後

藤
は
「
之
等
諸
案
の
長
を
取
り
短
を
捨
て
」
立
案
し

た
と
説
明
し
て
い
る
。
横
浜
の
場
合
、
政
府
に
参
考

に
さ
れ
た
案
は
ど
う
な
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

牧
案
な
ど
三
案
の
公
園
・
緑
地
計
画

　
震
災
直
後
、
政
府
等
へ
提
出
さ
れ
た
横
浜
復
興
案

に
牧
案
の
ほ
か
、
土
木
学
会
案
、
復
興
会
案
が
認
め

ら
れ
る
。
牧
案
は
牧
を
主
に
市
都
市
計
画
局
職
員
ら

に
よ
っ
て
立
案
さ
れ
た
。
土
木
学
会
案
は
「
横
浜
復

興
二
関
ス
ル
意
見
書
」
と
し
て
同
会
帝
都
復
興
調
査

委
員
会
で
作
成
さ
れ
た
。
ま
た
、
復
興
会
案
は
同
会

都
市
計
画
部
会
の
計
画
を
も
と
に
ま
と
め
ら
れ
た
。

①
－
三
案
の
公
園
配
置
計
画

　
震
災
前
、
市
の
公
園
は
三
ヵ
所
（
横
浜
、
掃
部
山
、

翁
町
）
で
、
六
大
都
市
中
最
低
の
水
準
だ
っ
た
。
ま

た
、
震
災
の
教
訓
も
あ
り
各
案
と
も
公
園
計
画
を
重

視
し
た
。
そ
の
配
置
を
見
て
み
よ
う
。

　
牧
案
の
公
園
・
緑
地
に
は
政
府
原
案
の
四
公
園
す

べ
て
が
含
ま
れ
、
こ
の
ほ
か
都
心
周
辺
で
主
な
も
の

と
し
て
関
内
（
横
浜
公
園
を
廃
止
）
、
真
金
町
（
遊

郭
跡
）
、
伊
勢
山
（
掃
部
山
公
園
を
含
む
）
な
ど
七

自
主
研
究
レ
ポ
ー
ト
・
臨
海
公
園
の
誕
生
と
横
浜
市

ヵ
所
（
図
－
１
）
に
計
画
さ
れ
た
。
な
お
、
山
下
公

園
の
名
称
は
牧
案
で
は
海
岸
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
中
央
駅
（
平
沼
町
）
－
中
心
区
（
伊
勢
山

　
一
帯
）
－
港
－
本
牧
の
間
に
逍
遥
道
路
（
遊
歩
道
）

が
計
画
さ
れ
、
こ
れ
に
伊
勢
山
、
関
内
、
海
岸
等
の

公
園
が
結
ば
れ
て
緑
地
系
統
を
形
成
す
る
。
（
図
-

１
）
。

　
次
に
土
木
学
会
案
で
は
公
園
な
ど
七
ヵ
所
の
う
ち

五
ヵ
所
（
海
岸
、
真
金
町
、
野
毛
山
十
伊
勢
山
等
、

山
手
、
三
渓
園
）
が
牧
案
と
一
致
す
る
。
ま
た
、
復

興
会
案
の
新
設
四
ヵ
所
（
海
岸
、
真
金
町
、
野
毛
山
、

神
奈
川
）
す
べ
て
が
牧
案
に
同
じ
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
三
案
と
も
公
園
配
置
は
共
通
点

　
が
多
い
。
そ
こ
で
各
案
の
作
成
時
期
が
注
目
さ
れ
る
。

　
②
－
作
成
時
期
の
検
討

　
牧
は
一
九
二
三
年
九
月
二
十
四
日
、
市
嘱
託
に
任

命
さ
れ
た
。
直
ち
に
実
情
調
査
を
行
な
い
、
図
上
計

画
を
進
め
、
十
月
十
四
日
に
成
案
を
得
る
。
牧
案
は

十
七
日
に
復
興
会
へ
発
表
さ
れ
、
各
紙
に
報
道
さ
れ

た
。
そ
の
後
、
同
会
の
審
議
を
経
て
、
十
一
月
十
三

日
、
正
式
に
復
興
院
へ
提
出
さ
れ
る
。

　
　
ま
た
土
木
学
会
で
は
、
ま
ず
東
京
に
つ
い
て
十
月

　
二
十
一
日
よ
り
調
査
に
入
り
、
意
見
を
ま
と
め
同
月

　
二
十
六
日
に
提
出
。
次
い
で
十
一
月
二
～
十
三
日
に

　
横
浜
を
検
討
、
そ
の
意
見
書
を
同
月
十
九
日
に
提
出

　
し
た
。
一
方
、
復
興
会
で
は
牧
案
の
審
議
終
了
後
も

　
引
き
続
き
特
別
委
員
会
（
同
年
十
一
月
二
十
七
日
～
）

　
で
検
討
、
十
二
月
二
十
六
日
に
同
会
案
を
決
定
。

　
　
以
上
の
よ
う
に
、
土
木
学
会
お
よ
び
復
興
会
の
両

案
は
牧
案
作
成
以
後
に
つ
く
ら
れ
た
。
ま
た
、
牧
は

土
木
学
会
会
員
で
も
あ
り
、
復
興
会
は
牧
案
を
熟
知

し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
両
案
公
園
計
画
は
牧
案
を
参

照
し
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。

注
⑪
　
「
横
浜
復
興
誌
」
第
一
編
、
「
横
浜

市
復
興
会
誌
」
等
に
あ
り
。

注
⑫
　
「
土
木
学
会
誌
」
九
巻
五
二
八
号
等

に
あ
り
。

注
⑬
　
『
横
浜
市
復
興
会
誌
』
に
あ
り
。

注
⑭
　
面
積
計
八
ｈ
ａ
。
当
時
、
山
手
公
園
は

正
式
に
は
外
国
人
へ
の
貸
付
地

注
⑮
　
一
〇
月
一
八
日
国
民
、
東
京
朝
日
夕

刊
、
東
京
日
日
夕
刊
、
二
〇
日
読
売
、
二
一

日
横
浜
市
日
報

注
⑯
　
正
し
く
は
五
億
一
千
九
百
三
万
円

注
⑰
　
九
月
二
〇
日
国
民
、
報
知
夕
刊
、
二

一
日
横
浜
市
日
報
、
二
四
日
大
阪
朝
日
夕
刊
、

二
五
日
大
阪
朝
日
。
な
お
市
日
報
は
施
設
計

画
の
内
容
に
ふ
れ
て
い
な
い
。

注
⑩
　
関
内
よ
り
港
の
拡
張
（
現
瑞
穂
ふ
頭
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図‐１
牧案、公園・緑地計画（都心周辺）

海岸（山下）、野毛山、神奈川、

日之出川の4公園のほか、次の7か所に計画

１　関　内
２　真金町
３　伊勢山
４　山　手

５　十二天
６　三渓園
７　蒔　田

逍遥道路



③
－
牧
案
と
政
府
原
案
と
の
関
係

　
牧
案
は
政
府
原
案
の
全
公
園
を
含
み
、
原
案
よ
り

一
ヵ
月
前
の
十
月
十
四
旧
に
作
成
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
時
、
復
興
院
は
実
務
開
始
か
ら
十
日
、
東
京
の
計

画
に
専
念
し
て
い
た
（
３
②
）
。

　
十
月
二
十
二
日
東
京
日
々
新
聞
は
「
三
億
円
内
外

で
横
浜
復
興
　
牧
博
士
案
を
参
考
と
し
て
復
興
院
で

別
個
に
立
案
す
」
の
見
出
し
で
、
東
京
で
も
十
億
円

以
内
に
削
減
し
て
い
る
の
で
、
横
浜
も
牧
案
（
六
億

円
）
は
理
想
案
、
と
報
じ
た
。
こ
の
頃
、
同
院
は
大

蔵
折
衝
の
で
き
る
現
実
予
算
額
を
固
め
つ
つ
あ
っ
た
。

　
以
上
の
状
況
か
ら
横
浜
復
興
公
園
の
政
府
原
案
は

牧
案
を
ベ
ー
ス
に
し
た
縮
小
案
と
考
え
ら
れ
る
。

市
試
案
の
公
園
・
緑
地
計
画

①
－
市
試
案
と
牧
案
の
共
通
性

　
牧
が
市
へ
入
る
直
前
、
一
つ
の
復
興
試
案
が
作
成

さ
れ
て
い
た
。
そ
の
こ
と
が
九
月
二
十
～
二
十
五
日

の
各
紙
（
図
－
２
）
で
報
じ
ら
れ
た
。
報
知
新
聞
に

よ
る
と
、
市
に
は
現
在
、
確
定
案
は
な
い
が
本
案
を

「
最
も
有
力
」
と
紹
介
。
ま
た
、
九
月
二
十
一
日
横

浜
市
日
報
に
は
「
都
市
計
画
案
近
く
決
定
」
の
見
出

し
で
が
れ
き
処
分
お
よ
び
道
路
計
画
等
を
立
案
中
と

あ
り
、
復
興
案
の
進
行
を
市
民
に
知
ら
せ
た
。

　
市
試
案
は
素
案
の
域
を
出
な
い
が
、
牧
案
と
か
な

り
共
通
性
が
み
ら
れ
牧
案
作
成
の
参
考
に
さ
れ
た
も

の
と
注
目
さ
れ
る
。
大
阪
朝
日
新
聞
は
、
こ
の
基
本

案
が
「
牧
技
師
の
手
に
依
っ
て
詳
細
に
作
成
さ
れ
て

提
出
さ
れ
る
で
あ
ら
う
」
と
報
じ
た
。

　
各
紙
に
発
表
さ
れ
た
市
試
案
の
内
容
か
ら
、
牧
案

と
の
類
似
点
を
み
て
み
よ
う
。
牧
案
の
特
徴
に
伊
勢

山
一
帯
に
官
公
署
等
を
集
中
さ
せ
る
「
中
心
区
」
設

定
、
お
よ
び
こ
こ
と
中
央
駅
、
各
公
園
を
結
ぶ
「
逍

遥
道
路
」
（
幅
員
五
十
～
六
十
メ
ー
ト
ル
）
の
計
画

が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
市
試
案
で
は
伊
勢
山
周
辺
に
官
庁
、

図
書
館
、
音
楽
堂
等
を
建
設
す
る
「
公
館
地
帯
」

（
大
阪
朝
日
）
を
設
け
、
こ
こ
と
中
央
駅
を
結
ん
だ

「
理
想
的
の
遊
歩
道
」
（
同
）
、
各
公
園
間
を
連
絡
す

る
幅
員
二
十
～
三
十
間
（
三
十
六
一
五
十
五
メ
ー
ト

ル
）
の
道
路
（
報
知
）
が
提
案
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
、
両
案
の
主
な
公
園
・
緑
地
の
配
置
は
ほ

ぼ
一
致
す
る
。
す
な
わ
ち
、
牧
案
（
図
―
１
）
の
野

毛
山
と
１
～
７
の
八
公
園
は
市
試
案
に
も
同
様
に
配

置
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
円
形
公
園
（
牧
案
－
伊
勢

山
、
市
試
案
－
関
内
、
真
金
町
）
の
採
用
な
ど
も
両

案
に
共
通
す
る
。
次
に
山
下
町
の
海
岸
に
つ
い
て
み

て
み
よ
う
。

②
－
山
下
公
園
の
原
形
は
海
岸
遊
歩
道

　
市
試
案
で
は
公
園
の
ほ
か
に
、
山
下
町
海
岸
に
幅

員
五
十
間
（
九
十
一
メ
ー
ト
ル
）
の
遊
歩
道
、
中
村

町
付
近
に
苗
圃
等
が
提
案
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
中
の

海
岸
遊
歩
道
は
位
置
、
形
状
、
計
画
の
考
え
方
が
牧

案
の
海
岸
公
園
に
類
似
し
そ
の
原
形
と
考
え
ら
れ
る
。

　
報
知
新
聞
に
よ
る
と
「
山
下
町
海
岸
埋
立
地
を
幅

五
十
間
位
の
遊
歩
道
と
し
て
新
山
下
町
埋
立
地
と
連

絡
す
る
計
画
」
と
あ
る
。
こ
の
幅
員
は
が
れ
き
処
分

地
お
よ
び
山
下
公
園
の
幅
と
全
く
一
致
す
る
。
ま
た
、

牧
案
で
も
海
岸
公
園
よ
り
新
山
下
町
へ
逍
遥
道
路
が

計
画
さ
れ
て
い
る
。

③
－
が
れ
き
処
分
と
跡
地
計
画
と
は
一
体

　
本
稿
２
①
で
、
従
来
説
と
し
て
山
下
町
海
岸
の
が

れ
き
処
分
と
跡
地
計
画
は
別
、
と
述
べ
た
。
し
か
し
、

市
試
案
で
両
者
は
一
体
で
提
案
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。

横
浜
市
日
報
は
施
設
計
画
と
共
に
が
れ
き
処
分
方
法

も
検
討
し
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

　
市
は
、
市
試
案
作
成
（
九
月
二
十
日
頃
）
後
、
が

れ
き
処
分
を
実
行
に
移
す
た
め
市
会
の
承
認
（
十
月

六
日
）
と
港
を
所
管
す
る
県
の
認
可
（
十
月
九
日
）

を
得
、
十
月
十
日
に
処
分
方
法
を
決
定
し
た
。
そ
れ

が
横
浜
市
日
報
で
広
報
さ
れ
た
こ
と
は
２
①
で
述
べ

た
と
お
り
。
し
か
し
、
こ
の
時
の
県
認
可
は
緊
急
処

置
に
よ
る
も
の
で
、
県
、
国
（
内
務
省
土
木
局
等
）

と
十
分
調
整
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

横
浜
市
都
市
計
画
局
が
立
案

　
震
災
直
後
、
首
都
で
な
い
横
浜
の
復
興
事
業
が
国

主
体
で
行
な
わ
れ
る
か
ど
う
か
危
ぶ
ま
れ
た
。
横
浜

の
再
建
を
絶
望
視
し
て
、
東
京
市
へ
の
合
併
話
や
横

浜
廃
市
説
が
流
れ
、
税
関
移
転
（
神
戸
へ
）
な
ど
も

う
わ
さ
さ
れ
た
。
市
民
は
動
揺
し
、
横
浜
離
れ
の
動

き
が
広
が
っ
た
。

　
渡
辺
勝
三
郎
市
長
は
「
正
確
な
る
報
道
」
の
必
要

を
痛
感
、
九
月
十
一
日
よ
り
横
浜
市
日
報
を
発
刊
。

ま
た
渡
辺
は
「
横
浜
は
必
ず
復
興
す
る
」
と
い
う
市

民
の
自
信
喚
起
が
急
務
と
感
じ
た
と
い
う
。
市
は
復

興
の
姿
を
早
く
示
そ
う
と
市
試
案
に
と
り
く
ん
だ
。

①
－
市
試
案
作
成
の
関
係
者

　
そ
の
作
成
者
を
記
し
た
明
確
な
資
料
は
見
あ
た
ら

な
い
。
こ
こ
で
は
、
筆
者
の
推
測
を
入
れ
て
報
告
す

る
。
市
試
案
作
成
時
、
ま
だ
復
興
院
は
設
立
さ
れ
て

い
な
い
。
初
め
に
市
・
県
の
関
係
者
を
検
討
す
る
。

　
立
案
者
に
つ
い
て
各
紙
は
「
渡
辺
市
長
の
手
で
」

（
国
民
）
と
か
、
市
都
市
計
画
局
が
県
と
連
絡
し
て

（
報
知
）
な
ど
と
報
じ
た
。
こ
の
発
表
か
ら
四
日
後

に
市
へ
入
っ
た
牧
は
、
市
技
師
の
後
藤
敬
吉
・
緒
方

最
、
お
よ
び
県
都
市
計
画
地
方
委
員
会
の
今
井
哲
・

図‐２　市試案を報じた新聞記事等
）
方
向

注
⑲
　
大
阪
朝
日
で
は
神
奈
川
台
、
国
民
で

は
伊
勢
山
等
の
附
近
と
あ
る
。
筆
者
は
伊
勢

山
等
と
考
え
る
（
理
由
、
多
く
の
公
有
地
の

利
用
が
見
込
め
る
）

注
⑳
　
焼
跡
整
理
費
一
二
○
万
円
可
決

注
2
1
　
渡
辺
勝
三
郎
氏
談
話
（
「
帝
都
復
興

秘
録
」
）

注
2
2
　
牧
彦
七
氏
談
話
で
は
後
藤
慶
吉
と
あ

る
が
、
本
稿
は
、
「
神
奈
川
県
職
員
録
」
に

よ
る
。

注
2
3
　
「
よ
こ
は
ま
市
政
の
お
も
い
で
」

注
2
4
　
造
園
技
術
者
。
明
治
神
宮
造
営
局
よ
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木
村
喬
両
技
師
か
ら
教
え
を
受
け
た
と
い
う
。

本
案
は
、
市
都
市
計
画
局
が
県
の
意
向
も
入
れ
作

成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
牧
が
あ
げ
た
四
技
師
が

ま
ず
市
県
の
本
案
関
係
者
と
い
え
よ
う
。
当
時
、
市

同
局
で
は
局
長
空
席
、
技
師
五
名
中
、
専
任
は
後
藤
、

緒
方
の
み
。
県
都
市
計
画
委
で
は
技
師
三
名
中
、
今

井
、
木
村
が
上
席
を
占
め
た
。
市
側
の
両
名
が
実
務

を
担
当
し
た
も
の
と
思
う
。

　
本
案
作
成
を
統
轄
し
た
人
と
し
て
、
筆
者
は
市
嘱

託
・
楢
岡
徹
（
一
九
二
四
年
九
月
～
助
役
）
を
あ
げ

る
。
彼
は
内
務
省
出
身
で
前
長
崎
市
助
役
、
渡
辺
市

長
（
前
長
崎
県
知
事
）
に
請
わ
れ
て
震
災
直
前
の
六

月
市
へ
入
る
。
後
に
復
興
事
業
に
ら
つ
腕
を
ふ
る
い

「
一
時
は
市
長
以
上
の
権
力
」
が
あ
っ
た
と
も
い
わ

れ
た
。
震
災
直
後
、
彼
は
庁
中
取
締
係
（
後
の
秘
書

課
）
主
任
と
な
る
。
庁
内
の
枢
機
に
参
画
、
空
席
の

都
市
計
画
局
長
に
代
わ
っ
て
復
興
計
画
を
指
揮
し
た
、

と
考
え
る
。
ま
た
、
楢
岡
は
折
下
吉
延
と
親
交
が
あ

り
公
園
行
政
に
理
解
が
あ
っ
た
（
後
述
）
。

　
県
の
意
向
は
前
述
の
今
井
ら
を
通
じ
取
り
入
れ
ら

れ
た
が
、
特
に
山
下
町
海
岸
の
遊
歩
道
計
画
は
市
の

決
断
だ
っ
た
と
推
測
す
る
。
同
海
岸
は
震
災
前
か
ら

港
湾
拡
張
の
候
補
地
に
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
港
湾
行

政
を
所
管
す
る
県
か
ら
の
提
案
は
考
え
に
く
い
。
県

は
市
よ
り
も
早
く
が
れ
き
処
分
地
五
ヵ
所
を
発
表
す

る
が
山
下
町
海
岸
を
除
い
て
い
る
。
ま
た
後
、
山
下

公
園
の
都
市
計
画
案
件
に
県
は
反
対
す
る
。

　
次
に
政
府
の
関
係
者
と
し
て
は
、
折
下
吉
延
が
緑

地
計
画
に
影
響
を
与
え
た
人
と
推
測
さ
れ
る
。
彼
は

市
の
楢
岡
と
同
郷
（
山
形
県
）
の
間
柄
か
ら
、
楢
岡

の
長
崎
時
代
、
同
市
顧
問
と
し
て
公
園
行
政
を
推
進

し
て
い
る
。
彼
は
震
災
前
々
日
、
渡
辺
市
長
の
招
き

で
来
浜
、
公
園
を
視
察
し
本
牧
の
楢
岡
宅
へ
泊
ま
る
。

　
折
下
は
既
に
欧
米
を
視
察
し
、
我
が
国
に
水
辺
の

公
園
や
公
園
道
路
を
紹
介
、
推
賞
し
て
い
た
。
彼
が

来
浜
の
折
、
こ
の
よ
う
な
海
外
情
報
や
横
浜
の
公
園

適
地
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
彼
は
山
下
町
の
が
れ
き
対
策
に
「
海
岸
に

埋
立
て
た
ら
と
進
言
し
た
」
と
語
っ
て
い
る
。
こ
の

進
言
の
時
期
は
明
確
で
は
な
い
。
市
試
案
作
成
時
、

彼
は
政
府
の
臨
時
震
災
救
護
事
務
局
職
員
（
九
月
二

日
～
十
月
十
五
日
）
と
し
て
日
比
谷
公
園
等
の
仮
設

住
宅
建
設
に
忙
殺
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
非
常
時
に
市

へ
前
述
の
助
言
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
。

し
か
し
、
震
災
直
前
の
楢
岡
ら
市
側
と
折
下
と
の
意

見
交
換
は
市
試
案
に
生
か
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

②
‐
海
岸
遊
歩
道
は
震
災
の
教
訓
よ
り

　
最
後
に
、
市
が
山
下
町
海
岸
に
注
目
し
た
の
は
何

故
か
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
筆
者
は
本
海
岸
の
風
致

的
利
用
の
ほ
か
、
震
災
時
に
新
山
下
町
が
有
用
な
防

災
基
地
と
な
っ
た
こ
と
に
学
ん
だ
、
と
考
え
る
。

　
新
山
下
町
は
一
九
一
五
年
か
ら
埋
立
が
始
め
ら
れ

震
災
の
年
一
月
に
完
成
、
そ
の
ま
ま
地
震
に
見
舞
わ

れ
る
。
都
心
部
の
避
難
場
所
に
横
浜
公
園
（
六
・
四

ヘ
ク
タ
ー
ル
）
し
か
な
か
っ
た
時
で
あ
る
。
こ
の
約

三
十
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
埋
立
地
が
貴
重
な
広
場
と
な
っ

た
こ
と
が
分
か
ろ
う
。

　
震
災
当
日
、
こ
こ
に
約
四
万
人
が
避
難
、
沖
に
は

多
数
の
貨
客
船
も
停
泊
、
そ
の
中
の
「
コ
レ
ヤ
丸
」

は
港
湾
行
政
官
庁
の
仮
事
務
所
と
な
り
、
同
船
発
の

電
信
が
対
外
地
震
発
生
第
一
報
と
な
っ
た
。
そ
の
夜
、

海
岸
は
横
浜
を
脱
出
す
る
外
国
人
や
重
傷
者
で
埋
ま

る
。
翌
二
日
に
横
須
賀
よ
り
艦
隊
が
到
着
し
最
初
の

救
援
活
動
を
開
始
、
三
日
に
は
外
国
船
船
医
が
上
陸

し
、
診
療
に
あ
た
る
。
五
日
か
ら
無
賃
輸
送
の
ふ
頭

と
な
り
約
六
万
人
が
関
西
方
面
へ
避
難
。
十
七
日
に

自
主
研
究
レ
ポ
ー
ト
・
臨
海
公
園
の
誕
生
と
横
浜
市

米
国
救
援
団
に
よ
る
テ
ン
ト
病
院
（
七
十
五
張
り
）

が
着
工
さ
れ
た
。

　
震
災
の
日
、
山
下
町
地
先
海
中
（
す
な
わ
ち
現
公

園
内
）
に
引
潮
を
利
用
し
て
数
千
人
が
避
難
、
ま
た
、

海
伝
い
に
新
山
下
町
方
面
へ
避
難
し
た
人
も
い
た
。

お
わ
り
に

　
こ
れ
ま
で
横
浜
市
と
山
下
公
園
と
の
係
わ
り
は
主

に
完
成
後
の
管
理
面
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

本
考
察
で
こ
の
公
園
計
画
の
原
点
に
市
試
案
（
海
岸

遊
歩
道
）
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　
ま
た
、
牧
案
は
こ
の
遊
歩
道
を
政
府
復
興
公
園
へ

結
ぶ
と
い
う
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
牧
は
一
九

一
九
年
、
街
路
基
準
に
初
め
て
遊
歩
道
を
と
り
入
れ

る
な
ど
、
都
市
景
観
に
関
心
の
あ
る
土
木
技
術
者
だ
っ

た
。

　
そ
の
後
、
山
下
公
園
の
計
画
は
、
県
の
反
対
や
が

れ
き
処
分
の
後
始
末
で
港
湾
行
政
と
の
調
整
に
難
航
、

一
頓
挫
を
き
た
す
。
よ
う
や
く
そ
の
新
設
と
事
業
が

都
市
計
画
と
し
て
確
定
す
る
の
は
、
一
九
二
五
年
一

月
二
十
六
日
内
務
省
告
示
第
一
五
号
に
よ
っ
た
。

　
ま
た
、
本
公
園
の
名
称
に
つ
い
て
市
は
「
海
岸
公

園
」
を
主
張
し
た
が
結
局
、
政
府
案
（
山
下
）
に
決

定
さ
れ
た
。
ど
ち
ら
が
良
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
本
考
察
に
あ
た
り
、
藤
井
肇
男
氏
に
牧
彦
七
に
つ

い
て
、
田
中
常
義
氏
に
埋
立
に
関
し
ご
教
示
を
い
た

だ
き
、
ま
た
、
上
野
進
氏
、
馬
場
寿
氏
に
は
資
料
収

集
の
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
記
し
て
深
謝
い
た
し

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
九
六
年
六
月

り
二
三
年
一
〇
月
一
六
日
復
興
院
入
り
。
の

ち
、
山
下
公
園
等
の
公
園
設
計
を
総
轄

注
2
5
　
根
岸
、
新
山
下
町
～
小
港
、
神
奈
川

方
面
三
か
所
（
二
三
年
九
月
二
〇
日
報
知
）

注
2
6
　
県
は
意
見
照
会
に
、
本
海
岸
は
港
湾

施
設
の
適
地
、
と
回
答
（
「
横
浜
市
山
下
公

園
埋
立
」
文
書
）

注
2
7
　
「
横
浜
市
の
公
園
を
語
る
」
（
「
公
園

緑
地
」
二
〇
巻
二
号
）

注
2
8
　
当
時
、
市
に
造
園
技
術
者
、
服
部
憲

治
（
土
木
課
）
が
在
籍
し
て
い
る
が
、
こ
れ

に
参
画
し
た
か
は
不
明
。
彼
は
市
試
案
に
関

与
し
な
か
っ
た
ら
し
い
。

注
2
9
　
が
れ
き
の
港
内
流
出
対
策
、
国
の
追

認参
考
資
料
（
新
聞
を
除
く
）
　
本
稿
で
多
く

の
資
料
を
参
考
に
し
た
が
、
う
ち
主
な
も
の

は
次
の
通
り
。

◎
震
災
復
興

渡
辺
正
男
「
横
浜
市
復
興
会
誌
」
二
七
年

復
興
調
査
協
会
「
帝
都
復
興
史
」
全
三
、
三

〇
年

東
京
市
政
調
査
会
「
帝
都
復
興
秘
録
」
宝
文

館
、
三
〇
年

横
浜
市
「
横
浜
復
興
誌
」
全
四
、
三
二
年

◎
公
園

　
「
公
園
緑
地
」
二
〇
ノ
二
、
五
八
年
九
月

前
島
康
彦
「
折
下
吉
延
先
生
業
績
録
」
折
下

先
生
記
念
事
業
会
、
六
七
年

佐
藤
昌
「
日
本
公
園
緑
地
発
達
史
」
上
下
、

都
市
計
画
研
究
所
、
七
七
年

◎
そ
の
他

　
「
横
浜
市
山
下
公
園
埋
立
」
文
書
、
横
浜
市

蔵
。
本
稿
で
は
田
中
常
義
氏
蔵
の
資
料
を
利

用　
「
土
木
学
会
誌
」
九
ノ
五
・
六
、
二
四
年
四

月上
條
治
「
よ
こ
は
ま
市
政
の
お
も
い
で
」
加

藤
文
明
社
、
五
一
年

横
浜
市
中
区
「
横
浜
・
中
区
史
」
八
五
年
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